
六

Z
m匁
穴

m-一
す
-
回
軍
ヨ
布
鶏
眉
理
組
閣
認
可
九
億
周
一
一
圏
一
国
賓
待
》

手子署量目ー・・月三二主J!..三脚←'f1DIf百

11 

禁

樟

載

話

醐

醤

贋

欧
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け
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日
本
事
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築
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議;

賓九

新

興

イ七

準

二E

業

一車
ι二週

:多

源

逸

第

綿

自往

化
事
工
業
の
意
義

材
料
に
加
工
し
て
製
品
を
製
治
す
る
の
に
主
と
し
て
機
械
愛
化
に
よ
る
場
合
と
物
質
の
化
事
的
縫
化
に
よ
る
揚
合
と
が
あ
る
。
前

者
を
取
扱
ふ
の
は
機
械
工
業
で
、
後
者
を
取
扱
ふ
の
は
化
墜
工
業
で
あ
る
。
例
へ
ば
棉
花
を
紡
績
し
て
織
物
を
作
る
と
か
、
各
種
の

機
械
器
具
を
製
作
す
る
の
は
機
械
工
業
に
属
し
、
パ
ル
プ
か
ら
人
絹
を
作
る
と
か
、
鏡
石
か
ら
金
属
を
分
け
る
如
き
は
化
製
工
業
に

困
却
す
る
。
然
し
賓
際
加
工
の
欣
況
を
詳
細
に
観
察
す
る
と
、
機
械
的
庭
埋
と
簡
単
に
考
へ
る
揚
合
に
も
化
撃
的
廃
理
が
含
ま
れ
て
居

り
、
化
率
的
出
演
化
が
根
本
を
友
す
場
合
に
も
多
〈
機
械
的
庭
理
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
で
機
械
工
業
と
化
製
工
業
と
の
境
界
は
判
然

と
し
て
居
左
い
。

一
般
に
化
事
工
業
と
し
て
取
扱
は
れ
て
居
る
も
の
L
内
に
、

一
見
機
械
工
業
の
様
に
見
へ
る
揚
合
が
決
し
て
少
く

は
左
い
。
あ
る
も
の
は
従
来
の
習
慣
で
医
別
し
て
居
る
揚
合
も
少
く
な
い
。
然
し
大
障
に
化
事
エ
業
で
取
扱
は
れ
て
居
る
工
業
は
た

新
興
化
皐
工
業

第
四
十
六
巻

二
六
五

宮再

就

六
五



新
興
化
製
工
業

第
四
十
六
巻

二
六
六

f事

量主

ノ、

プ可

ム
」
へ
、
そ
れ
が
機
械
的
取
扱
に
よ
っ
て
居
る
と
し
て
も
化
皐
の
智
識
を
根
本
的
に
必
要
と
す
る
揚
合
で
る
る
。

化
製
工
業
の
特
性

化
製
工
業
と
機
械
工
業
と
比
較
す
る
と
化
事
正
業
に
於
て
も
、
共
内
容
に
著
し
い
相
遣
は
あ
る
か
ら
一
概
に
い
ふ
事
は
出
来
ね
が

犬
健
化
事
工
業
の
方
が
礎
化
、
或
は
進
歩
が
著
し
い
事
で
あ
る
。
機
械
工
業
に
於
て
も
勿
論
日
進
月
歩
し
、
十
数
年
前
と
今
日
で
も

大
進
歩
を
し
て
日
出
る
事
吋
勿
論
で
あ
る
が
、
北
ハ
根
本
に
至
つ
て
は
大
捷
化
の
お
い
の
は
-
般
で
る
る
。
紡
総
設
は

h

少
年
技
術
的
に
抽
出

歩
一
し
た
か
っ
た
が
.
一
古
年
K
沿
っ
て
大
鎚
ゑ
進
歩
を
見
た
q

然
し
之
を
化
事
工
業
の
誰
4
0
と
比
較
す
る
と
格
段
の
差
が
あ
る
。
例
ヘ

ぽ
空
気
中
の
窒
素
を
利
用
す
る
ア
ム
モ
ニ
ア
エ
業
が
出
来
、
石
炭
液
化
工
業
が
賓
現
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
様
に
媛
化
が
著
し
い
。
共
他

古
〈
か
ら
あ
る
硫
酸
工
業
を
見
て
も
根
本
的
に
共
製
法
が
縫
更
さ
れ
て
居
る
。
機
械
工
誌
に
於
て
も
ヂ
1
ゼ
ル
機
闘
が
殻
明
さ
れ
飛

行
機
が
今
日
の
様
に
稜
達
し
て
枇
舎
に
著
大
友
貢
献
を
し
て
居
り
、
償
値
か
ら
い
へ
ば
、
何
れ
が
多
〈
役
に
立
っ
て
居
る
か
は
、
簡

単
に
判
断
が
出
来
な
い
が
、
悦
質
か
ら
い
へ
ば
化
皐
工
業
の
愛
化
は
大
き
い
。
而
し
て
此
の
如
雪
遊
歩
務
化
が
各
部
門
に
渉
り
虞
〈

存
在
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
化
事
工
業
は
特
に
研
究
を
必
要
と
し
、
之
を
重
ん
じ
て
居
る
。

化
皐
工
業
務
展
の
僚
件

化
製
工
業
は
化
製
熔
用
の
工
業
で
あ
る
か
ら
、
化
率
原
理
の
進
歩
が
斯
工
業
の
護
同
氏
の
根
本
で
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
が
、
化
製

の
原
理
を
工
業
的
に
舷
刑
す
る
に
は
遁
常
友
装
置
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
で
機
械
設
備
、
材
料
等
の
改
良
進
歩
に
倹
た
友
け
れ
ば
左

ら
ぬ
。ハ

1
パ
l
が
窒
素
と
水
素
か
ら
高
座
、
高
温
の
下
で
ア
ム
モ
エ
ア
ム
口
成
の
諸
僚
件
を
明
か
に
し
て
ア
ム
モ
=
ア
合
成
工
業
の
恭
礎



を
作
っ
た
が
、
之
を
工
業
化
し
得
る
大
装
置
を
完
成
す
る
に
は
ポ
ツ
シ
ユ
の
智
識
に
よ
ら
な
け
れ
ば
友
ら
な
か
っ
た
。
数
百
気
肢
か

ら
一

0
0
0気
毘
に
達
す
る
装
置
を
作
る
に
は
多
〈
の
困
難
が
あ
る
。
出
同
此
高
座
の
下
で
五

O
O
l六
O
O度
に
熱
す
る
と
普
通
の

鋼
材
は
直
ぐ
蝕
さ
れ
て
脆
弱
と
友
る
。
此
等
の
問
題
が
解
決
さ
れ
て
初
め
て
工
業
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
活
輝
一
つ
で
も
完
全
な
も

の
が
出
来
怠
け
れ
ば
寅
際
操
業
を
行
ふ
事
は
出
来
危
い
の
で
あ
る
。
今
日
石
炭
直
接
液
化
工
業
に
於
て
も
寅
施
上
の
困
難
は
化
事
よ

り
寧
ろ
此
様
な
機
織
装
置
に
る
る
。
そ
れ
で
化
皐
工
業
の
護
遼
に
は
機
械
、
材
料
、
共
他
各
方
面
の
進
歩
を
必
要
と
す
る
ロ

叉
化
率
工
業
で
は
原
料
か
ら
目
的
の
製
品
を
作
る
際
大
抵
の
揚
合
段
物
或
は
副
産
物
が
出
来
て
来
る
。
此
廃
物
或
は
副
産
物
を
活

か
し
て
利
用
す
る
事
が
工
業
を
有
利
に
導
〈
事
は
勿
論
で
あ
る
国
例
へ
ば
石
炭
か
ら
ガ
ス
或
は
コ
ー
ク
ス
を
制
民
泊
す
る
際
出
来
る
タ

ー
ル
は
以
前
は
北
千
関
東
底
分
に
も
閣
っ
た
の
で
あ
る
が
、

今
日
で
は
此
が
染
問
、
は
間
報
等
の
原
料
と
な
っ
ご
居
る
。
股
物
が
貴
重
た

原
料
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
て
ゐ
て
も
、
共
量
が
少
い
潟
加
工
に
費
用
を
要
し
工
業
化
す
る
事
が
出
来
宇
、
廃
棄
し
て
居
る
揚
合
も
決

し
て
少
く
な
い
。
翠
濁
に
操
業
す
る
と
不
利
盆
で
成
立
し
止
な
い
が
、
副
産
物
或
は
廃
物
を
利
用
す
る
震
全
髄
と
し
て
有
利
に
成
立
つ

例
は
化
皐
工
業
に
は
非
常
に
多
〈
斯
工
業
の
特
性
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
れ
の
み
な
ら
や
化
事
工
業
に
於
て
は
原
料
と
し
て
多
〈
の
材
料
を
要
し
、

叉
多
量
の
燃
料
、
電
力
等
を
必
要
と
し
て
之
等
を
安

慣
に
得
る
事
に
よ
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
共
等
闘
係
の
事
業
が
護
越
し
て
初
め
て
褒
達
す
る
。

此
様
左
賠
か
ら
見
れ
ば
化
事
工
業
は
諸
他
の
工
業
が
進
歩
し
て
か
ら
後
に
初
め
て
設
展
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
貫
際
に
於
て

も
特
別
注
も
の
は
あ
る
が
一
般
に
は
共
事
賓
が
説
明
せ
ら
れ
て
居
る
。

凶

ω
閣
議
の
有
様
を
見
て
も
土
木
、
探
鏑
等
の
事
業
が
最
初
に
興
り
一
般
化
皐
工
業
の
愛
国
民
は
足
後
で
あ
る
。
但
し
今
日
急
進
時

新
興
化
事
工
業

第
四
十
六
各

ノ、
七

空事

競

，、
七



新
興
化
事
工
業

第
四
十
六
巻

二
六
八

害事

披

ノ、
i¥. 

代
に
於
て
は
多
少
趣
を
異
に
す
る
は
い
ふ
迄
も
友
い
。

以
上
は
化
墜
工
業
設
展
の
一
般
的
傾
向
で
あ
る
が
.
或
園
或
ひ
は
土
地
で
化
事
工
業
が
殻
反
す
る
や
否
や
は
別
に
考
察
せ
な
け
れ

ば
友
ら
ぬ
。

前
氏
不
法
ベ
犬
逝
り
化
製
工
業
に
於
て
は
、
第
一
郎
劇
の
集
収
及
製
品
の
配
給
が
問
題
で
あ
る
。
大
長

ω原
料
を
佼
ふ
工
業
に
於

て
は
そ
れ
が
容
易
に
安
慣
に
得
ら
れ
る
揚
所
で
た
け
れ
ば
左
ら
ね
。
例
へ
ば
合
成
石
油
仁
誕
の
械
な
も
の
に
る
っ
て
は
大
口
況
の
石
川
沢
一

ゆ
ゼ
混
附
し
て
居
勺
て
は
、
際
料
が
市
街
と
放
る
か
ら
ど
う
し
て
も
炭
坑
の
近
く
に
出
く
必
要
が
あ
る
む
ー
ハ
他
の
工
業
に
於
て
原
料
を

諸
方
か
ら
集
め
る
必
妥
が
あ
る
揚
合
運
搬
の
使
利
及
、
換
言
す
れ
ば
運
賃
の
多
く
市
町
し
紅
い
土
地
を
撰
ぶ
必
要
が
あ
る
。
此
結
に
於

て
舶
遁
の
使
が
非
常
に
役
立
つ
。

セ
メ
ン
ト
工
業
の
如
き
原
料
、
製
日
間
と
も
大
量
運
搬
し
怠
け
れ
ば
友
ら
ね
工
業
に
於
て
は
特
に
此

黙
が
考
慮
さ
れ
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
我
図
の
賃
際
に
就
て
見
ー
も
、
運
賃
を
出
来
る
主
節
約
す
る
松
に
大
盤
努
力
さ
れ
て
居
る
。

燃
料
は
原
料
に
次
で
主
要
な
問
題
で
あ
る
。
燃
料
は
直
接
熱
源
と
し
て
又
動
力
強
生
に
使
は
れ
る
。
川
石
が
安
慣
に
得
ら
れ
な
け
れ

ば
工
業
は
殻
達
し
な
い
。
そ
れ
で
化
事
工
業
の
護
建
に
は
石
炭
坑
の
近
く
か
、
或
は
行
山
次
を
安
川
同
に
運
搬
し
得
る
土
地
で
泣
け
れ
ば

た
ら
ぬ
。

電
力
も
亦
直
接
化
率
鑓
化
に
使
は
れ
、
又
熱
動
力
等
に
使
は
れ
る
も
の
で
る
る
か
ら
、
走
が
安
慣
に
供
給
せ
ら
れ
る
土
地
は
化
事

工
業
の
一
議
遼
に
便
利
で
あ
る
。

化
製
工
業
の
種
類
に
よ
っ
て
は
良
質
の
水
の
大
量
を
要
す
る
揚
合
が
あ
る
。
人
絹
工
業
の
如
き
比
例
で
あ
る
。
共
他
の
揚
合
に
於

て
も
一
般
に
多
量
の
水
を
必
要
と
す
る
。



化
墜
工
業
の
内
で
も
高
級
の
も
の
を
砂
量
制
民
法
す
る
場
合
が
屡
々
あ
る
。
北
ハ
際
放
種
類
の
も
の
で
は
土
地
は
問
題
で
友
い
。
人
が

問
題
で
あ
っ
て
、
仕
事
の
し
易
い
都
曾
の
近
く
は
種
々
の
便
宜
が
あ
る
の
で
、
種
々
の
γ

主
主
が
波
達
す
る
。
大
股
商
工
業
都
市
は
工

中
唱
に
使
た
所
に
発
達
し
て
府
る
か
ら
共
庭
に
種
々
の
工
業
が
企
て
ら
れ
る
の
は
自
然
の
事
で
る
る
。

化
事
工
業
の
務
展
に
は
以
上
の
要
素
が
必
要
で
あ
る
、
が
然
し
そ
の
上
に
最
必
要
た
事
は
人
的
安
素
で
あ
る
。
仕
事
K
中
川
賞
で
出

本
市
る
丈
熟
練
な
峨
エ
を
要
す
る
。

日
本
で
人
絹
エ
業
が
急
建
た
幾
展
を
遂
げ
た
理
由
の
大
半
は
優
秀
友
弁
力
を
安
慣
に
得
易
い
事
に

基
因
す
る
。
更
に
経
替
の
才
と
優
秀
な
技
術
が
備
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

我
日
本
の
事
怖
を
見
る
に
天
然
の
資
源
は
監
か
さ
た
い
が
、
海
外
か
ら
物
質
を
仰
ぎ
製
品
を
怜
出
す
る
に
は
樹
〈
使
利
で
あ
る
。
一
れ

f
'
一
:
句
1
7
l
コ

ド

l

、
:
、

t
、

M
Y
H
M
仰
心
古
口
(
卜
E

吃ん

L
V
U

同
舛
判
叩
ム
丸
削
叩

K
は川町一
μ
1
M
刊
に
あ
る
。

水
力
も
相
訟
に
あ

U

る。

向
勤
勉
友
人
の
一
多
い
事
は
何
よ
り
も
強
み
で
あ

る。

四

化
問
中
工
業
の
成
果

原
始
的
生
活
に
於
て
は
天
然
物
に
よ
っ
て
居
る
が
文
化
の
発
展
と
共
に
之
に
満
足
す
る
事
が
出
来
泣
く
た
っ
て
来
る
。
化
胸
中
工
業

は
衣
食
住
各
方
一
回
に
文
化
生
活
に
必
要
注
材
料
を
供
給
す
る
。
食
料
は
吾
々
の
生
滑
に
必
要
な
校
本
問
題
で
あ
る
。
自
然
の
操
業
に

ま
か
せ
て
置
け
ば
、
人
類
の
増
殖
と
共
に
遂
に
は
共
雫
奪
の
震
に
戟
は
ね
ば
友
ら
ぬ
人
類
問
の
切
賓
友
問
題
に
直
面
し
て
居
っ
た
。

是
は
吾
々
の
食
料
の
一
要
素
の
蛋
白
質
中
に
含
ま
れ
て
居
る
窒
素
は
た
ピ
循
環
す
る
丈
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
空
気
中
窒

素
の
利
川
の
注
が
関
か
れ
て
共
問
題
は
解
決
さ
れ
た
。

世
外
通
商
が
潤
滑
に
行
は
れ
て
居
る
時
代
に
於
て
は
、
有
無
相
通
じ
吾
等
の
生
活
を
潤
津
に
す
る
が
、
今
日
の
如
き
間
際
情
勢
の

新
興
化
講
工
業

策
四
十
六
巻

ノ、

ブじ

第

競

ノ、

六4



新
興
化
接
工
業

第
四
十
六
巻

七
O 

第

競

七
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下
に
あ
っ
て
は
化
事
工
業
が
務
達
し
た
け
れ
ば
吾
々
の
生
活
が
充
J

管
一
さ
れ
友
い
計
り
で
た
く
、
閑

J

ロ
棋
の
存
在
も
脅
や
か
さ
れ
る
。

必
要
は
設
明
の
母
と
い
ふ
一
言
葉
が
あ
る
灼
〈
必
要
に
除
じ
て
新
溌
明
が
現
は
れ
、
こ
L

に
新
興
化
同
学
工
業
が
柴
え
て
行
く
。
調
逸

の
荒
蕪
地
が
リ

1
ピ
ヒ

(
t
o
r
r同
)
に
よ
る
人
法
肥
料
の
一
発
明
に
よ
っ
て
改
善
せ
ら
れ
、
叉
多
目
亙
の
燐
を
含
む
餓
鍍
が
利
用
さ
れ
る
様

に
な
り
、
猫
泡
の
倣
鋼
業
を
耕
民
法
さ
せ
た
の
は
ト
!
?
ス

(吋
r
o
E
E
)
の
護
問
に
よ
る
事
は
よ
い
例
で

b
る
。
我
聞
に
於
で
も
鞍
山

の
貧
一
鎖
が
利
則
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
貧
鮪
庭
現
法
が
殻
明
さ
れ
た
か
ら
で
、

E
口
々
の
眼
前
に
あ
る
好
例
で
あ
る
。

1
2
i
'
 

区
制
対
古
虐
り

之
代
打
ち
勝
つ
偽
山
出
力
が
排
は
れ
て
初
め
て
進
歩
が
見
出
さ
れ
る
む

平
穏
は
希
望
す
る
川
で
あ
る
が
、

主
ζ
υ
w
)
I
K

U
U
』

r一
月
比
ト
イ
仰

と
は
友
ら
友
い
。

私
は
と
ミ
に
我
図
化
製
工
業
の
現
況
に
就
て
簡
単
に
説
明
し
、

二
、
三
の
新
興
化
串
工
業
が
如
何
に
し
て
稜
達
し
た
か
を
説
明
し

た
い
と
忠
ふ
。

五

日
本
化
製
工
業
の
世
界
的
地
位

酸
・
ア
ル
カ
リ
工
業
は
化
製
工
業
の
基
礎
と
た
る
も
の
守
あ
る
s

生
産
額
は
曾
て
は
過
燐
酸
肥
料
の
設
展
に
よ
っ

τ増
大
し
た
が

近
年
は
硫
安
及
人
絹
工
業
の
設
展
と
共
に
躍
進
し
て
、
年
産
X

×
×
寓
噸
に
建
せ
ん
と
し
(
米
岡
昭
和
一

O
年
年
産
五
入

O
寓
噸
)
世

界
第
二
位
を
占
め
て
居
る
。
元
来
本
邦
は
硫
殴
製
法
の
原
料
に
就
て
は
恵
ま
れ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
日
の
褒
達
は
共
不
足
を

感
ぜ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。

曹
一
諸
国
工
業
も
亦
硝
子
工
業
主
ハ
他
一
般
化
祭
工
業
の
設
展
に
つ
れ
、
殊
に
近
年
は
人
縞
工
業
の
溌
展
に
よ
っ
て
即
時
誰
し
、
牛

x
x寓

噸
乞
直
し
得
る
世
界
第
二
、

三
位
に
建
ぜ
ん
と
し
て
居
る
。
と
-
h

に
注
意
を
挽
ふ
可
き
は
、
原
料
食
腹
供
給
の
一
問
題
で
あ
っ
て
、
平



時
に
於
て
は
ヱ
ヂ
プ
ト
盟
が
大
景
安
債
に
輸
入
さ
れ
た
事
で
あ
る
。

肥
料
と
し
て
過
燐
酸
の
生
産
は
年
一
六
O
寓
噸
亡
、
米
聞
に
次
い
で
位
界
第
二
位
三
あ
る
。
原
料
燐
踏
石
は
八
O
%
ま
で
檎
入
に

仰
い
で
居
る
。

ア
ム
モ
=
ア
ム
口
成
エ
如
来
は
大
戦
後
に
興
っ
た
エ
業
で
あ
る
が
、
急
速
に
設
展
し
て
、

生
産
能
力
的
安
年

x
x
x高
噸
を
越
え
て
居

る
。
(
潤
逸
五

0
0高
噸
)

セ
メ
ン
ト
工
業
も
亦
大
工
業
で
年
寄
六

0
0古
河
噸
、
世
界
第
三
位
を
占
め
て
居
る
。
生
産
能
力
は
一
五

C
C高
耐
切
に
建
す
る
と
い

ふ
事
で
あ
る
。
附
子
工
業
も
日
露
時
役
後
板
前
子
製
法
が
開
始
さ
れ
今
日
子
一
は
年
産
一
一
一

0
0寓
函
を
越
え
世
界
第
一
一
位
を
占
め
て
居

る。
染
料
工
業
は
世
界
大
鴨
迄
は
杢
然
な
か
っ
た
工
業
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
年

x
x
x
x
x噸
世
界
第
四
位
を
占
め
量
に
於
て
は
図

内
需
要
の
九
三
%
を
直
し
、
債
格
に
於
て
は
七
Q
%
を
差
出
し
て
居
る
。
安
債
な
硫
化
染
料
及
イ
ン
ヂ
ゴ
は
支
那
に
輸
出
さ
れ
て
居
る
。

立
ぺ
他
各
種
の
工
業
が
近
年
何
れ
も
設
展
し
て
犬
間
世
界
の
水
準
に
達
し
た
と
い
は
れ
て
居
る
。
人
絹
工
業
の
如
き
昨
年
度
に
於
亡

世
界
第
一
位
に
達
す
る
如
き
短
期
間
に
驚
異
的
た
焚
達
を
し
て
居
る
。

此
の
如
く
工
業
の
殻
展
と
共
に
日
本
商
品
の
取
外
進
出
は
署
名
た
事
実
で
綿
布
輸
出
荷
(
化
皐
工
業
'
強
口
聞
で
は
な
い
が
)
年
二
七
億

平
方
ヤ
ー
ル
で
世
界
全
貿
易
相
の
約
五
O
%
を
占
め
で
居
る
。
然
し
貿
易
会
一
世

mら
見
る
と
英
(
二
子
九
%
)
米
(
一

0
・
七
)
濁
(
八
・

五
)
悌
(
六
・
O
)
以
下
で
日
本
会
一
一
・
五
)
加
奈
陀
、
尚
耳
義
と
同
程
度
で
怠
る
。

叉
今
日
迄
描
出
展
し
た
工
業
は
殆
ん
ど
凡
て
欧
米
か
ら
移
摘
さ
れ
た
も
の
で
日
本
同
有
の
妥
明
は
誠
に
砂
い
。
且
つ
工
業
各
部
門
に

新
興
化
構
工
業

第
四
十
六
巻

士z

第
三
銃

七



新
興
化
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工
業
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四
十
六
巻

七
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競

七

就
て
詳
細
に
観
察
す
る
と
技
術
上
遠
く
欧
米
に
及
ば
な
い
部
分
が
多
々
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日
五
日
々
は
決
し
て
慢
心
し

で
は
な
ら
ね
。
大
い
に
欝
闘
努
力
せ
な
け
れ
ば
た
ら
む
。

山
川
我
闘
に
は
現
在
同
家
作
立
上
最
必
要
な
併
と
石
油
が
著
し
く
扶
乏
し
て
居
る
事
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
ね
。

第

人
絹
皮
ス
テ
ー
ブ
ル
。
7
r
イ
パ
1
工
業

}¥ 

ユ1IE

ホii

J，.U 

河;;-j:

人
法
絹
綿
製
法
の
考
は
可
成
り
古
い
が
、

工
凡
主
と
し
て
成
立
っ
た
の
は
比
較
的
近
年
の
事
で
る
る
。
綿
批
判
、
綿
織
物
を
濃
首
位
曹

注
液
で
底
辺
し
絹
様
の
光
俸
を
興
へ
る
所
謂

7
1
セ
リ
ゼ

I
h
v
ヨ
ン
(
富
2
2
ュE
E
C
-
}
)

は、

一
時
旺
ん
に
行
は
れ
た
が
、
今
日
は
人

桁
の
渡
良
に
よ
っ
て
共
意
義
が
大
部
失
は
れ
た
。

工
業
的
に
製
産
さ
れ
た
人
絹
と
し
て
は
大
間
四
種
で
あ
る
。
硝
阪
繊
維
素
を
原
料
と
す
る
人
絹
は
む
ヤ
ル
ド
ン
ネ

(
(
U
F
P
三
C
ロロぬこ

に
よ
っ
て
一
八
八
四
年
初
め
て
工
業
化
さ
れ
一
八
九
四
年
市
場
に
問
た
。

一
時
相
営
に
製
造
さ
れ
た
が
今
日
は
殆
ん
ど
左
い
銅
ア
ム

モ
一
一
ア
法
に
よ
る
も
の
は
一
八
九
九
年
頃
か
ら
工
業
化
さ
れ
一
時
盛
大
で
あ
っ
た
が
、
ヴ
イ
ス
ヨ

1
1
人
絹
に
座
さ
れ
て
徐
り
褒
展

し
友
い
。
ヴ
イ
ス
コ

1
ス
人
絹
は
一
八
九
二
年
頃
英
国
で
ク
ロ
ス
・
ピ
ザ
ン

(CC回
目

』

出

022)
氏
等
に
よ
っ
で
溌
明
さ
れ
、
安
債
に

製
迭
さ
れ
質
も
温
々
改
良
さ
れ
て
使
用
に
差
支
な
く
た
っ
た
か
ら
、
急
速
に
護
展
し
て
今
日
人
絹
綿
産
額
の
約
九

O
%を
占
め
て
居

る。

ス
テ

1
プ
ル
・
フ
ァ
イ
バ
ー
も
亦
概
ね
此
方
訟
に
よ
っ
て
居
る
。
酷
酸
繊
維
素
を
原
料
と
す
る
人
絹
は
一
八
九
九
ー
ー
ー
一
九
O

四
年
頃
か
ら
試
み
ら
れ
た
が
、
共
設
建
は
主
と
し
て
世
界
戦
役
後
で
あ
る
。
高
債
で
あ
る
が
特
長
が
あ
る
の
で
、
漸
次
愛
展
し
て
今



常

ザ

ム

-
x
d
η
6
η
d
e

口
で
は
、

ヴ
イ
ス
コ
1
ス
人
絹
に
吹
い
で
多
H

市
製
産
さ
れ
て
居
る
。

最
近
に
な
っ
て
再
生
絹
係
及
ガ
ゼ
イ
ン

(
一
一
位
室
コ
)
人
絹
・
ラ

一
タ
ー
ル

(
『
』
山

E
E一
)
が
現
は
れ
も
ん
。

人絹D世界産額及V'i符費霞;

単位 1000t. ま分事
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干H 蘭

端 凶

|白耳義
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66 

:lll 
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0.53 
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O 

49 

.10 

19 

11 

11 

11 

ワ
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日

。

第
凶
十
六
忠
世

我
叩
閣
の
人
絹
工
業
は
、
賞
際
上
は
世
界

戦
争
中
(
一
九
一
六
年
米
津
工
場
)
に
初
ま

っ
た
が
、
梢
大
量
生
産
の
工
場
が
庚
島
に

建
設
さ
れ
た
の
は
一
九
一
二
年
で
、
最
古

の
舎
枇
帝
闘
人
遺
絹
統
合
枇
の
創
立
は

カJ

、

-

二

、

ミ

3

〕

-
A
A
4
3
:こ
ご
う

戸
台
。
β
7
ム

μ
F二
一
「
」
唱
J
H
ぴ
一
と
占
吋
L
A
G

る
。
共
人
絹
が
有
利
の
事
業
と
し
て
着
服

第 5表
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新
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0.736 (OO%) 0.478 (32;"，;) 

0.578(.15) 0.462 (:16) 

北米合衆関|

利 l
~i 

書英

1.121 (100) O. 'l(lO (18) 0.500(45) 0.4.12 (日7)1萄

o川 O(lB)

一回一一一

0.769 (:100) 

0.540(:100) 

n.IlSS (11) 0.328(43) 

0.200 (:li) 

0.353 (36) 

O.270(dO) 

"'リ

4三

太作土

日

第
四
十
六
巻

七
四

第
二
競

七
四

さ
れ
、
各
所
?
計
遣
さ
る
、
に
支
っ
た
。
需
要
が
生
産
に
仲
け
は
な
い
混
一
時
不
況
に
陥
っ
た

事
も
あ
っ
た
が
、
技
術
的
改
良
で
生
産
原
偵
が
引
下
げ
ら
れ
‘
北
ハ
結
川
市
信
叩
去
を
増
大
し
、
職

出
品
と
し
て
も
重
要
た
佐
世
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

-
1
J
 

t
L
ν
い

7こ

1~ 

ム
W
H
枇
の
悌
一
悲
ぃ
向
が

一
昨
年
反
時
刻
に
於
℃
世
界
第
-
一
位
を

丸
出
俳
悶
生
産
州
制
を
没
鋭
す
る
桜
な
隆
盛
た
域
に
逮
し

此

ω
如
/
、
魚
沼
に
間
判
わ
一
改
良
中
ど
し
た
の
は
‘
税
々
の
判
山
に
よ
る
す
り
勿
論
で
&
る
炉
、

4
4
ハ
最
主
要
注
原
閃
は
技
術
的
進
歩
と
{
女
償
た
然
も
優
秀
な
け
何
力
が
大
量
に
待
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
結
野
上
多
年
紡
続
工
訟
で
得
ら
れ
た
経
験
が
大
い
に
役
立
っ
た
事
は
勿
論
で
あ
る
。

第 5表
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i闘債/封度|宇T52剖

ι! :だO.28o 木材パルプと
蕗ロ，、 回目

動 力 10% 0.070 

129，正

ノ
C

O
/
 

、一
υ・1

0.055 

0.075 

働

業言者受

苦手

作

10ヲ4

!J正

100，'); 

0.055 
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原
料
は
パ
ル
プ
を
除
い
て
は
自
給
が
出
来
、
且
つ
{
女
債
に
供
給
さ
れ
て
居
る
。

大
韓
人
絹
制
調
遣
の
主
旨
は
繊
維
原
料
を
、

て
反
滞
解
し
共
溶
液
を
糸
状
に
再
生
凝
固
せ
し
め
る
の
ぜ
あ
っ
て
、
北
ハ
滞
解
法
に
稜
々

あ
り
、
従
ふ
て
之
を
凝
闘
す
る
に
も
異
っ
た
方
法
に
よ
ら
一
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。

今
日
品
目
遁
に
行
は
れ
て
居
る
ヴ
イ
λ

コ
l
ス
人
絹
で
は
、
織
紘
一
来
と
し
て
木
材
パ
ル
プ
を
使
ひ
、
之
を
苛
性
曹
達
液
に
漬
し
、

ア

ル
カ
リ
識
維
素
に
箆
へ
る
。
初
級
を
容
易
に
す
る
潟
め
、
此
ア
ル
カ
リ
織
維
渠
を
一
時
貯
蔵
し
て
老
成
さ
せ
、
之
に
二
硫
化
炭
素
を

作
用
さ
せ
る
と
、
織
継
素
サ
ン
ト
ヂ
ン
段
ナ
「
リ
ウ
ム
と
な
る
。
此
町
山
一
は
繊
維
系
の
原
形
を
保
っ
て
居
る
が
、
此
物
は
稀
ア
ル
カ
リ

Lmに
可
溶
性
で
、
ル
ム
(
溶
液
を
ヴ
イ
ス
コ

1
ス
し
」
い
ふ
て
居
る
。
池
山
日
間
の
波
長
の
ヴ
イ
ス
コ

l
ス
液
を
昨
り
、

一
定
時
間
熟
成
し
て
凝

間
し
易
い
欣
態
に
か
へ
、
之
を
制
孔
か
ら
引
出
し
て
的
統
肢
の
的
液
巾
J
J

織
紘
索
を
丹
生
凝
同
さ
せ
る

3

此
畑
町
中
凝
同
醐
闘
を
引
伸
す

市

j

泊
必
υAJJ

比
一
ハ
ル
に
よ
っ

dy初
め
て
知
度
の
あ
る
併
以
州
来
る
の
で
あ
る

G

ス
テ

1
0フ
ル
・
フ
ァ
イ
バ
ー

今
日
問
題
に
た
っ
て
居
る
羊
毛
及
棉
花
代
用
品
と
し
て

ω
ス
テ
ー
ブ
ル
・
フ
ァ
イ
バ
ー
は
、
大
鑓
人
絹
と
同
様
に
製
造
さ
れ
る
。

用
途
に
よ
っ
て
織
皮
を
調
節
し
及
び
一
定
の
長
さ
に
切
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
斯
工
業
は
近
年
に
興
っ
た
も
の
で
る
る
が
、
棉
紡
曾

枇
で
は
棉
花
代
用
の
目
的
で
、
多
大
の
犠
牲
を
掛
っ
て
大
規
模
エ
業
化
の
試
験
を
行
ひ
、
又
一
昨
年
は
濠
洲
の
羊
毛
問
題
が
起
っ
た

結
果
、
急
速
に
表
展
し
木
年
は
生
産
額
世
界
第
一
位
に
達
す
る
議
定
で
あ
る
。

(
咋
一
九
三
七
年
白
生
産
相
ほ
上
牛
期
か
ら
推
算
し
た
も
の

で
寅
際
は
伊
濁
の
産
街
が
此
濠
想
よ
ηJ
著
し
〈
靖
大
し
て
を
る
)

但
し
現
状
で
は
棉
花
代
用
と
し
て
生
産
原
債
を
一
一
居
引
下
げ
る
必
要
が
る
り
、
羊
毛
代
用
品
と
し
て
は
品
質
の
改
良
を
主
眼
と
し

τ
研
究
し
友
け
れ
ば
な
ら
ね
。

新
興
化
皐
工
業

第
四
十
六
巻

じ
丘

第

説

七
三E



新
興
化
皐
工
業

第
四
十
六
巻

七

第

競

七

大
問
ヴ
イ
ス
コ

1
ス
か
ら
作
っ
た
人
絹
で
も
ス
千

l
プ
ル
・
フ
ァ
イ
バ
ー
で
も
耐
水
牲
の
劣
等
友
事
は
第
一
の
紋
貼
で
あ
る
。

孟L

保
温
性
の
劣
る
事
も
羊
毛
代
別
口
聞
と
し
て
軍
一
大
な
快
貼
で
開
性
縮
紋
性
の
友
い
事
も
亦
其
紙
恥
で
る
る
白
然
し
此
等
の
快
黙
は
痘
b

改
良
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
近
い
附
附
市
滑
に
於
て
は
完
全
で
は
な
い
が
、
使
間
に
差
支
な
い
程
度
に
改
善
さ
れ
る
事
と
信
や
る
。

人
船
及
び
ス
フ

1
0ブ
外
・
つ
ブ
イ
バ

l

I一
議
は
何
れ
も
政
府
の
特
別
な
保
設
友
し
に
引
叙
述
し
た
も
の
で
、
共
践
に
斯
1-
業
は
我
闘

に
過
賞
し
た
町
、
い
根
抵
を
伴
っ
て
足
る
。
た
ピ
現
下
の
問
題
は
原
料
ベ
ル
f
自
給
と
食
臨
の
問
題
で
あ
る
、
平
時
に
於
て
は
何
れ
も

大
荒
川
安
併
比
一
料
治
せ
ら
れ
る
出
外
か
h

川
、
町
人
す
れ
ば
よ
い
牧
円
で
あ
る
が

K
7
1
1一
自
民
υ
ワ
土
F
C
1
ド
ヰ
さ
1
~
一川
o

d
-
-
6
f
d
S
F
l
l
J
1
1
2
…
目
、

C
1
1
L

-
M
r
L
V
A
山
『

1
1
1
1
z
v
F
;
l
-

F
対
跨

F
v
o

拾
す
る
事
を
計
ら
な
け
れ
ば
恋
ら
良
。
現
在
各
方
面
で
熱
心
に
研
安
さ
れ
て
居
る
が
、
共
結
果
平
時
に
於
て
も
粧
済
的
に
自
給
の
出

本
市
る
策
が
見
出
さ
る
L

友
ら
ば
図
次
の
幸
隔
で
る
る
。
五
日
々
は
左
様
に
な
る
事
を
希
望
す
る
も
の
で
、
共
椋
ゑ
例
は
猷
洲
に
於
て
も

付
日
て
多
L
R

あ
っ
た
。
所
謂
耐
を
特
じ
て
一
耐
と
た
す
も
の
で
あ
る
。
但
し
此
桜
た
時
慨
に
は
往
々
不
良
両
目
な
企
業
が
計
委
せ
ら
れ
必

ノ
¥
札
ハ
が
健
全
の
登
建
を
阻
引
一
日
寸
る
事
も
岡
崎
々
あ
る
事
を
注
意
し
な
け
れ
ば
芯
ら
ぬ
。

第

人
語
宿
泊
工
業

人
法
石
油
の
重
要
性

石
油
は
汽
健
用
燃
料
と
し
て
、

又
内
燃
機
燃
料
と
し
て
、
必
要
快
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
る
る
。
例
へ
は
自
動
車
の
動
力
と
し
で

木
茨
等
の
利
用
蓄
電
池
の
感
用
が
行
は
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
は
一
部
分
の
事
で
現
時
の
大
勢
に
舷
や
る
に
は
、
石
油
が
是
非
必
要
で

あ
る
。
米
図
の
如
き
世
界
産
額
の
六

O
%を
占
め
て
居
る
闘
は
別
と
し
て
、
関
内
に
石
油
の
産
出
し
た
い
、

又
他
閣
の
油
田
を
獲
得



手
兵
議
議
λ

y
立

。
フr 

す
る
事
も
容
易
で
左
い
園
k

で
は
、
現
下
の
図
際
情
勢
で
は
是
非
之
を
或
は
共
代
用
口
聞
を
他
の
資
源
か
ら
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

石
油
或
は
共
代
用
品
は
種
K

左
原
料
か
ら
作
り
得
る
が
、
大
量
且
つ
比
較
的
安
僚
に
製
造
す
る
に
は
共
注
は
多
く
な
い
。
石
炭
を

相 -'?(j'.t立1000
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ン

シ

ギり

フ

イ

イ

フ

ド

ロ

原
料
に
す
る
の
が
最
確
賓
で
あ
る
の
調
逸
で

は
年
約
五
百
高
噸
を
消
費
し
、
内
閣
産
四
十

高
噸
に
遁
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
褐
炭
及
石
炭
か

ら
、
人
法
石
油
を
作
る
事
を
H
T
〈
か
ら
一
注
意

し
、
最
近
特
川
左
努
力
を
沸
ひ
数
年
後
に
は

自
給
し
得
る
計
設
で
あ
る
と
侍
へ
ら
れ
て
底

る
。
羽
滋
と
同
四
情
を
等
く
す
る
我
園
児
於
て

は
、
遺
憾
乍
ら
久
し
く
一
般
に
は
其
重
要
性

が
認
識
さ
れ
て
居
な
か
っ
た
が
、
最
近
に
な

っ
て
注
意
を
引
き
大
金
業
が
計
書
官
せ
ら
れ
る

に
五
ヤ
ム
勺
た
。

石
炭
か
ら
石
川
仰
を
製
造
す
る
に
大
関
次
の

ニ
方
法
が
あ
る
。

日

11& 

温

乾

溜

第
四
十
六
巻

二
七
七

情

競

七
寸コ



新
興
化
製
工
業

第
四
十
六
位
世

七
戸弘

体

量元

七
八

石
炭
を
五
O
O
l
-
-
六
O
O
度
の
温
度
で
乾
溜
す
る
方
法
で
あ
る
。
普
通
の
高
温
乾
滑
に
収
ぺ
て
9

1
ル
の
得
霊
が
多
〈
山
水
質
に

も
よ
る
が
約
六

l
l
一
O
%
取
れ
る
。
高
温
で
乾
溜
す
る
ム
」
低
温
で
出
来
た
タ
ー
ん
が
、
再
ぴ
分
解
し
て
ガ
ス
成
分
に
な
る
か
ら
共

量
が
減
ゃ
る
の
で
あ
る
。
成
分
も
高
温
の
も
の
と
大
に
違
っ
て
居
る
。
普
通
の
高
温
ク
ー
ル
で
は
、
芳
香
族
の
化
合
物
が
犬
部
分
で

る
る
が
、
低
沼
タ
ー
ル
は
石
油
K
多
〈
含
ま
れ
て
居
る
バ
ラ
7

イ
ン
族
。
オ
レ
フ
イ
ン
族
、

ナ

7

テ
ン
政
の
一
化
合
物
が
多
く
合
ま
れ

で
居
り
、
向
石
炭
股
類
の
多
い
の
を
侍
徴
と
し
て
居
る
。

此
方
決
に
よ
っ
て
石
炭
か
ら
液
関
燃
料
を
作
る
事
が
州
旅
る
同
り
れ
ど
も
、
副
産
物
と
し
て
牛
骸
裁
が
石
茨
の
七
O
%
も
出
旅
る
の

で
る
る
か
ら
、
此
底
分
の
詮
が
開
か
れ
友
け
れ
ば
大
工
業
化
は
困
難
で
あ
る
。
心
ヤ
骸
炭
は
(
一
家
庭
燃
料
と
し
又
他
の
石
油
合
成
法
に

よ
る
原
料
ガ
ス
の
製
法
等
に
使
ひ
得
る
。
濁
品
躍
に
於
て
は
最
近
此
方
法
に
よ
っ
て
タ
ー
ル
年
産
七
十
寓
噸
に
建
す
る
と
い
ム
事
で
あ

る
。
我
閣
に
於
て
も
低
温
乾
溜
法
は
比
較
的
早
く
か
ら
試
み
ら
れ
た
が
、
+
允
分
の
愛
建
を
見
去
か
勺
た
。

Mmし
近
年
樺
太
。
北
海
道

判
じ
柚
州
大
規
模
の
工
揚
が
出
来
た
。

直

接

液

イb

石
炭
の
化
事
組
成
は
未
だ
不
明
で
あ
る
が
、
石
油
に
較
べ
る
と
次
の
桜
た
相
還
が
あ
る
。
石
油
の
成
分
も
多
種
多
訟
で
一
様
で
な

い
が
、

一
花
素
成
分
は
大
槌
炭
素
八
一
ニ
1
1
1
八
六
%
、

711: 
素

ガ
ゾ
り
ン
で
は
炭
素
八
五
%

水
素
一
五
%
で
あ

る
。
石
茨
で
は
茨
素
七
五
%
以
上
に
針
し
水
素
五
%
、
酸
素
の
相
営
多
量
例
へ
ば
一
O
%
近
く
、
共
他
窒
索
、
硫
貰
等
を
含
ん
で
居

る
。
向
石
油
と
石
炭
の
成
分
の
一
相
違
の
重
要
友
一
つ
は
石
炭
が
高
分
子
化
合
物
と
考
ら
れ
て
居
る
事
で
る
る
。
そ
れ
で
石
炭
の
分
子

を
分
解
(
守
山
内
ご
し
、
低
分
子
に
か
へ
、
同
時
に
水
素
を
作
用
さ
せ
て
、
酸
素
等
を
除
き
水
素
を
添
加
す
る
と
、
石
油
の
成
分
に
近



い
も
の
に
在
る
と
考
ら
れ
る
。

猫
泡
の
]
山
耳
目
白

E
は
一
九
一
一
一
一
年
高
温
高
座
で
、
石
炭
を
水
素
で
庵
川
崎
し
液
化
す
る
特
許
を
取
り
，
後
年
共
研
究
を
H

・
C
-
合
枇
が

継
承
し
て
、

一
九
一
一
七
年
頃
遂
に

大
工
業
化
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
対
一
初
は
京
油
を
分
解
し
て
、

ガ
ゾ
リ
ン
を
作
る
方
法
が
宵
一
施
J
C

れ
た
の
で
あ
あ
が
、
四

五
年
前

ト
九
日
i
u
V
1
J
R
t
M
μ

一
」
ま

1

、

1
;
I
Z
-
-
j
【

1
7
4
l
j
M
A
A

l!，豆

i!.I 

に
は
、
液
青
山
次
も
使
用
さ
れ
て
居

る
。
共
方
法
は
種
々
改
帥
処
さ
れ
た

が
、
今
日
行
は
れ
て
居
る
も
の
は

大
慌
は
弐
の
様
に
二
段
の
脱
出
化
に

よ
っ
て
居
る
。
第
一
段
に
於
て
は

石
山
次
粉
末
に
約
等
量
の
豆
油
を
加

へ
糊
献
と
し
、
之
に
繍
媒
を
加
へ
二

oo--二
五

O
気
座
、
四

C
O度
以
上
で
反
隠
さ
せ
る
c

此
底
で
出
来
た
油
か
ら
ガ
ソ
リ
ン

を
分
け
、
中
泊
は
第
二
段
の
工
程
で
第
一
段
と
近
似
の
欣
件
の
下
で
、
水
素
と
共
に
同
定
燭
媒
の
作
則
を
一
山
中
(
け
さ
せ
て
ガ
ソ
リ
ン
に

新
興
化
皐
工
業

第
四
十
六
h
E

-
一
七
九

第
二
裁

-!:; 

;tu 



新
興
化
事
工
業

第
四
十
六
位
甘

，'-
C 

事事

競

，'-
O 

費
へ
る
の
で
あ
る
。

円。-
で
は
此
等
の
鑓
化
を
溺
営
に
且
つ
容
易
に
起
さ
せ
る
鰯
媒
を
研
究
し
、
従
来
想
像
出
来
た
か
っ
た
新
品
同
友
樹
媒
硫
化
号

U

プ
デ
ン
等
を
務
見
し
‘
英
閣
で
も
此
方
面
の
研
究
を
し
て
揮
化
錫
が
大
経
有
放
た
事
を
明
に
し
た
。

-

C
舎
枇
の
功
績
の
他
の
一
方

聞
は
悲
置
の
完
成
で
あ
る
。
刊
の
-
舎
枇
日
ハ

1
バ
l
c
r
r
o
H
)
訟
の
プ
ム
モ
ニ
寸
合
成
を
大
成
し
た
合
一
拡
で
あ
り
、
有
名
訟
化
製
品
噛

ボ
ツ
シ
ェ

(出

g
n
r
)
が
居
る
。
斯
方
法
の
工
業
化
に
は
高
沼
南
陵
で
水
索
、
硫
黄
等
の
腐
蝕
に
耐
え
る
装
置
左
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

h
u
k
e
T
h

〕

t

E
7
-
-
-

市
ァ
合
成
に
よ
っ
て
得
た
経
験
k
k
以
て
、

能
〈
口
九
月
間
佐
川
注
寸
芯
一
部
が
出
来
た
の
守
あ
る
。

事
誕

η
小
川
功
土
火
し
と

;

:

{

J

l

i

!

 

朝
一
タ
に
出
来
る
も
の
で
た
い
。
化
皐
工
業
に
於
て
は
、
化
撃
の
原
理
が
解
か
つ
て
も
、
之
を
工
業
化
す
る
に
は
一
層
の
努
力
を
要

す
る
。
而
し
て
此
は
多
方
商
の
智
識
と
経
験
を
綜
合
し
託
け
れ
ば
た
ら
ね
。
各
方
面
の
準
備
が
出
来
て
な
い
と
成
功
す
る
も
の
で
は

在
い
。兎

も
角
、
此
様
友
方
法
で
純
茨
の
七
O
%
以
上
は
液
化
す
る
事
が
出
来
る
。
石
山
被
一
に
射
し
水
泌
が
五

l
一
一
一
%
を
要
し
、
之
を
安

慣
に
製
造
す
る
事
が
、
本
工
業
を
経
済
化
す
る
上
に
大
愛
重
要
で
あ
る
。

固

間

接

液

11:; 

(
富
田
町
『
司
法

此
方
法
は
石
炭
、
骸
炭
等
を
原
料
と
し
て
水
素
及
一
酸
化
炭
素
の
混
合
ガ
ス
を
作
り
、
之
を
鯛
媒
の
上
に
通
し
石
油
主
と
し

τ、

ガ
ソ
リ
ン
を
合
成
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
石
安
か
ら
間
援
に
石
油
そ
合
成
す
る
方
法
で
、
調
逸
フ
イ
ツ
シ
ヤ

I

(
匂
岡
田
口
F
O「
)

の
創
案

に
係
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

7

イ
ツ
シ
ヤ
1
法
と
も
い
ふ
。

水
素
及
一
陵
化
炭
素
混
合
ガ
ス
を
常
座
下
で
縄
媒
に
遇
し
、
石
油
を
合
成
し
得
る
と
い
ふ
事
を
初
め
て
、

7

イ
ヴ
シ
ヤ
ー
が
報
告



し
た
の
は
一
九
二
六
年
で
あ
っ
た
。
首
一
初
の
石
油
出
来
高
は
少
量
で
到
底
工
業
化
は
問
題
で
な
か
っ
た
。
比
護
表
は
欧
米
諸
国
で
研

究
が
始
め
ら
れ
た
が
、
成
績
が
思
は
し
〈
な
い
矯
め
、
多
く
は
放
棄
し
た
プ
イ
ツ
シ
ヤ
I
及
本
大
撃
の
研
究
室
で
此
研
究
が
績
け
ら

れ
、
主
と
し
て
泊
営
た
簡
媒
を
後
見
す
る
事
に
努
力
さ
れ
、
漸
突
進
歩
し
て
一
九
三
五
年
に
は
フ
イ
ツ
シ
ヤ

I
は
日
産
一
二
噸
(
一

Q

熔
を
用
ふ
印
ち
一
一
燈
一
日
三

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
生
産
)

第 9表

建設費
(ガソリン年産lt訴)

2 寓 t10高 t模規場二E

新
興
化
畢
工
業

軍h百し多故殴業ー

質性白
日目

操

製

要ヰミ製椅Zコ見ヵ-

一 一

の
中
間
試
験
工
場
を
建
設
す
る
に
五
っ
た
。
共
成
績
が
良
好
で
あ
っ
た
か

プイヅがー法

第 10表

小

精製を槻度に行
.s必、要るり

向フイツシヤー法に於ては、 鯛主主が孤良にJ俊敏で然も反感

熱が高いから調節上適古tな反i!I!.l姐の設立「が ;ffl回困難なる事

を留意しなければならね。

1:)0，ωO(ilJt遼民)

t，0i30，OO口
(1，140，ω0) (横田氏)

1，210，000 

r. G.法

300，OOOt 
550，000 

(1，100，000) 
1，050，000 

103日年末|

1937 

1938 

ら
、
直
に
大
工
業
化
が
企
て
ら
れ
今
日
す
は
、
日
・

( 

~. 

法
と
並
ん
で
務
展
し
つ
L
あ
る
。

本
方
法
の
大
裂
は
コ
バ
ル
ト
、

一
ツ
ケ
ル

長先

は
現
在
で
は
伎
は
れ
て
左
い
〉

を
主
協
と
す
る
判

1
1

、

i

媒
を
使
ひ
、

二
O
O度
附
近
で
原
料
ガ
ス
を
一
迎
す

の
で
あ
る
。
鰯
媒
の
表
面
で
の
O

と
H
Y
が
反
感

し
て

<) 

C 

コ
ム
市
九
日
終
土
、

rν
白

土

』

国
も
と
し
て
除
か
れ
，

2
Yが
出
来
、
此
が
重
合
し
更
に
水
素
化
さ
れ
て

石
油
炭
化
水
素
に
な
る
。
主
と
し
て
ガ
ソ
リ
ン
が

出
来
る
の
で
あ
る
、
が
同
時
に
ヂ
1
ゼ
ル
油
及
潤

滑
油
等
を
産
ナ
る
。

此
方
法
を
貰
施
す
る
に
は
、
高
座
法
の
如
き
装

第
四
十
六
巻

丹、

第

競

月、



新
興
化
摩
工
業

第
四
十
六
巻

l¥. 

第

競

!¥. 

置
の
困
難
は
な
い
。

そ
れ
が
急
速
に
議
展
し
た
重
要
た
原
因
の
一
っ
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
常
盛
で
は
鏑
媒
は
ガ
ス
中
の
硫
黄
化
合

物
で
中
毒
さ
れ
易
い
か
ら
、
徹
底
的
に
之
を
精
製
し
て
置
く
必
妥
が
あ
り
、
又
鏑
媒
は
二

O
O皮
附
近
で
前
性
と
な
る
か
ら
、
此
温

度
に
温
め
て
使
ふ
必
裂
が
あ
る
が
反
照
が
初
ま
る
と
多
量
の
熱
を
後
生
す
る
故
、
此
熱
を
取
去
ら
ね
と
慌
の
制
度
が
上
昇
す
る
。
共

緒
川
戒
は
ガ
ユ
似
の
生
産
物
及
び
パ
ラ
フ
ィ
ン
が
多
く
出
来
て
所
期
の
目
的
を
達
し
な
い
。
そ
れ
?
反
臆
慌
の
建
設
に
は
特
別
の
注
意

を
袈
ず
る
。
然
じ
若
し
北
ハ
が
趨
設
で
あ
る
た
れ
ば
、
操
北
山
d

の
故
障
は
高
肱
燈
と
遣
っ
て
組
め
て
少
い
筈
で
る
る
。

b
h

石、
4

工、

r
、

マ
人
守
劃
一
v
年

t

一
酸
化
山
創
業
二
谷
の
抗
合
ガ
ス
(
純
度
九

O
%こ
立
方
米
か
ら
政
論
上
納
が
一
八

C-L
取
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
貨
際

に
は
一
五

O
瓦
位
取
れ
て
居
る
。

五

資

施

の

現

況

組
問
泡
に
於
て
は
平
く
土
り
石
炭
液
化
の
工
業
に
努
力
し
初
め
、
貫
泊
を
原
料
と
し
て
高
座
分
解
水
素
化
を
行
ひ
、
数
年
前
よ
り
褐

茨
の
液
化
を
行
ひ
、
更
に
漉
青
山
女
の
液
化
を
企
て
ミ
居
hv
、
将
来
石
油
の
自
給
に
進
ま
ん
と
し
て
居
る
。

英
図
で
は
一
咋
年
秋
年
産
一
五
寓
噸
(
内
五
寓
噸
は
重
油
を
則
ふ
)
の
樫
青
山
沢
液
化
工
揚
を
完
成
し
た
。

虫
色
目
『
法
工
揚
は
一
昨
年
度
か
ら
動
き
初
め
た
。

調
品
躍
に
於
け
る
生
産
高
抽
出
定
は
第
一

O
去
の
通
り
で
あ
る
。

共
他
併
、
伊
等
諸
閣
に
於
て
も
賞
施
計
劃
中
と
の
事
で
あ
る
。

...  幽，、

生

産

費

及

市

債

調
洛
に
於
け
る
H

・
C
-
法
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
生
産
原
債
一
立
首
り
一
八
二

0
・
ヘ
ン
ニ
ツ
ヒ
、

フ
イ
ツ
シ
ヤ

1
法
に
よ
る
と
三



第11表 方'ロン rJi~邦貨換算(擾李氏)(二、三年前)

仁三二てヲつ;;-Tア|

ごU

25.0 

呂1.0

O
%
以
上
安
〈
出
来
る
と
い
は
れ
て
居
る
。
然
し
若
し
ガ
ソ
リ
ン
の
日
開
貨
を
改
良
す
る
鋳

に
、
別
に
熱
慮
迎
を
行
ふ
友
れ
ば
共
様
に
安
く
出
来
友
い
事
は
勿
論
で
あ
る
。
而
し
て
石

泊
ガ
ソ
リ
ン
は
ハ
ン
プ
ル
ヒ
池
波
一
立
蛍
り
、
五
ベ
ン
=
ツ
ヒ
以
下
で
る
る
か
ら
四
、
五

倍
に
も
相
蛍
ず
る
つ
参
考
の
潟
谷
固
に
於
け
る
ガ
ソ
リ
ン
の
原
債
課
税
及
び
市
債
を
比
較

す
る
と
第
一

一
表
の
様
で
あ
る
。

11.5 

13.5 

此
の
表
か
ら
判
る
様
に
日
本
の
ガ
ソ
リ
ン
市
債
は
最
低
で
原
産
園
よ
り
安
い
の
で
あ
る
。

然
し
之
は
米
閣
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
よ
る
も
の
で
は
な
〈
、
課
税
、
配
給
年
の
費
用
の
少
い
の

に
原
因
し
て
ゐ
る
。

調
、
併
の
市
慣
は
著
し
〈
高
い
。
共
の
原
因
の
主
な
る
黙
は
課
税
で
、
特
に
濁
逸
に
於
て

Cif 

投

イiI!

債

は
合
成
ガ
ソ
リ
ン
を
成
立
せ
し
め
る
潟
此
の
政
策
を
取
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

我
が
図
に
於
て
も
怖
に
園
策
と
し
て
人
法
石
油
エ
議
が
企
て
ら
れ
て
居
る
。

然
し

課

其

市

濁
、
英
の
例
を
見
て
も
解
る
様
に
現
在
に
於
て
は
人
造
石
油
を
天
然
石
油
同
様
安
併
に
製
法
ず
る
事
は
到
底
堅
む
事
は
出
来
な
い
。

グ
ゾ
リ
y

の
市
債
を
高
め
る
か
、
或
は
別
に
補
償
の
法
に
よ
り
保
護
せ
司
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
草
は
明
か
で
あ
る
。

第
四

合

成

ゴ

ム

工

業

ゴ
ム
は
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
1
製
造
の
必
需
品
で
あ
る
の
み
な
ら
や
、
共
他
の
用
途
が
庚
い
。
然
る
に
共
産
出
は
熱
帯
に
限
ら
れ
各

新
興
化
事
工
業

第
四
十
六
巻

第

磁

丹、

l¥. 



新
興
化
阜
工
業

第
四
十
六
巻

l¥ 

四

号事

主主

^ 
四

固
と
も
主
と
し
て
マ
レ
イ
及
繭
鎖
印
度
か
ら
輸
入
し
て
居
る
。
そ
れ
で
戦
時
は
勿
論
卒
時
に
於
て
も
、
向
倒
産
の
版
料
か
ら
之
を
合

成
す
る
事
が
相
蛍
以
前
か
ら
考
慮
さ
れ
た
。

イ
ソ
プ
レ
ン
及
類
似
の
物
質
か
ら
ゴ
ム
の
向
来
る
事
が
知
れ
如
何
な
る
原
料
か
ら
、

之
を
大
ASe
安
似
に
製
治
す
る
か
ピ
問
題
で

英
、
調
で
は
、

一
九
一

O
年
以
か
ら
旺
に
研
究
せ
ら
れ
た
。

英
国
で
一
例
制
勝
隠
の
山
怪
物
の
ア
ミ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
か
ら
イ
ソ
レ
ン

、4
2

9

F
H
ω
C
M
M

円。-w
L

間)

jl':! 
法
力i
，-，';;. 

成
ーや

に7

1!1/ 

:~: 
主jf
オt
-fl: 
lト¥1
由通

ら
.;i' 

ニE

ル
ン
バ
ッ
ク
(
町
内
E
C
m
M門
戸

〕

)

の
醗
酵
法
で
刊
凍
る
ブ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
を
原
料
と
し
て
ブ
グ
ヂ
エ
ン
ヨ

EF--E)
を
作
る
方
法
を
築

出
し
た
。
共
他
プ
チ
レ

Y

グ
リ
コ
ー
ル
、

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

γ
等
を
版
料
と
す
る
方
法
が
見
出
さ
れ
た
。

濁
逸
に
於
て
も
石
炭
タ
ー
ル
成
分
の
ク
レ
ゾ
ー
ル
、
ア
セ
ト
ン
並
に
ア
セ
チ
レ
ン
、
石
油
の
成
分
。
へ
ン
タ
ン
等
か
ら
プ

F
ヂ
エ
ジ
・

イ
ソ
プ
レ
ン
の
製
法
が
研
究
さ
れ
、
大
戦
中
、
穀
矧
の
醸
酵
で
作
っ
た
ア
セ
ト
ン
を
原
料
と
し
て
メ
チ
ル
ゴ
ム
を
寅
際
的
に
製
造
し

た

露
間
堕
に
於
て
も
士
口
く
か
ら
ゴ
ム
の
研
究
者
が
あ
り
、
酒
精
か
ら
の
製
法
が
研
究
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

今
日
米
闘
で
は
ア
セ
チ
レ
ン
を
原
料
と
し
た
ネ
オ
プ
レ
ン

2
8日

)
『

gm)
と
椛
す
る
人
逝
ゴ
ム
が
製
治
せ
ら
れ
居
り
、
調
逸
で
も

亦
ア
セ
チ
レ
レ
を
原
料
と
し
て
商
名
ヌ
ナ

(ロロロ
P)

と
い
ふ
ゴ
ム
が
質
問
化
さ
れ
、
蘇
聯
に
於
て
は
石
油
茨
化
水
索
、
酒
精
、

ア
セ

千
レ
ン
か
ら
賛
同
上
の
ゴ
ム
が
合
成
さ
れ
て
居
る
。

我
図
に
於
て
は
此
等
の
合
成
ゴ
ム
は
未
だ
研
究
時
代
で
あ
り
、

千
オ
コ
ー
ル

司
王
(
V
F
h
p

一
)
と
い
ふ
も
の
の
み
が
賓
際
的
に
製
浩
さ

れ
て
居
る
。



現
在
の
製
造
版
伎
は
天
然
ゴ
ム
の
敵
で
は
な
い
が
、
品
質
耐
油
、
耐
熱
、
耐
腐
減
性
に
於
て
却
て
天
然
ゴ
ム
よ
り
優
れ
て
居
る
か

ら
、
勝
来
の
発
展
性
が
あ
る
。x 

，( 

以
上
私
は
新
興
化
築
工
業
の
三
例
を
巣
げ
如
何
な
る
必
要
に
腐
じ
て
興
っ
て
来
た
か
、

叉
如
何
ιな
る
愛
濯
と
努
力
が
挽
れ
た
か
を

説
明
し
た
。
事
業
の
成
功
は
一
朝
一
夕
で
出
来
る
も
の
で
な
い
、
準
備
が
必
要
で
あ
り
、

か
く
れ
た
努
力
を
続
け
て
後
展
の
機
を
待

た
ね
ば
な
ら
ね
。

幸
に
我
が
関
の
化
事
工
誌
は
絡
に
溌
展
の
時
期
に
際
脅
し
て
居
る
。
五
口
々
は
光
人
が
今
日
迄
築
き
上
げ
た
努
力
に
針
し
感
謝
し
、

吏
に
現
住
週
逃
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
而
し
で
今
後
の
終
日
以
は
昔
の
様
な
一
騎
討
で
は
到
底
駄
目
で
一
あ
る
。
多
方
耐
の
智
識
を
綜
ム
口

し
v

広
け
れ
ば
た
ら
泊

3

更
に
工
業
界
と
犬
山
ゅ
の
松
一
一
夜
友
達
結
を
必
要
ム
」
す
る
。

吾
々
は
献
身
の
努
力
に
よ
っ
て
関
心
奈
の
明
待
に
訓
ふ
事
宇
一
誓
ふ
。

新
興
化
祭
工
業

第
四
十
六
巻

ノ九

五

第

銃

1¥. 

五


